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対する一考察〜平成 30 年 7 月豪雨災害を対象として〜", 土木計画学研究・講演集, Vol. 59, CD-

ROM, 2019 

神田佑亮：”大規模自然災害後の交通サービス確保に関する一考察 〜平成 30 年 7 月豪雨の広島〜

呉間の交通マネジメントの実践から〜”, 土木学会全国大会第 74 回年次学術講演会, 2019 

伊藤昌毅・諸星賢治・太田恒平・森山昌幸・神田佑亮・藤原章正: "災害時の公共交通情報提供の実

現 ~西日本豪雨の際の広島~呉間での実践を例に~", 土木計画学研究・講演集, Vol. 59, CD-ROM, 

2019 



赤木大介・神田佑亮・冨永凌太郎・重光裕介・藤原章正: "災害時の交通マネジメントの経済被害抑

制効果に関する研究－平成 30 年 7 月豪雨の広島～呉間の交通を対象として－", 土木計画学研

究・講演集, Vol. 59, CD-ROM, 2019 
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渡邊芳樹・神田佑亮・重光裕介・藤原章正: "SNS データを用いた大規模災害発生後の交通障害とそ
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(著書など) 

土田孝・橋本涼太・森脇武夫ほか：2018 年 7 月西日本豪雨災害調査報告書（分担執筆）, 第 II 編広島

県 3. 1 土砂災害, 土木学会中国支部, 2018 年 12 月発刊. 

土田孝・橋本涼太・森脇武夫ほか：平成 30 年 7 月豪雨を踏まえた豪雨地盤災害に対する地盤工学の

課題－地盤工学からの提言－（分担執筆）, 2.2 斜面の被害, 地盤工学会, 2019 年 5 月発刊. 

三浦弘之：リモートセンシングの応用・解析技術 ～農林水産・環境・防災から建築・土木、高精度

マッピングまで～, 第 2 編 応用事例, 第 7 章 防災・災害分野, 第 1 節 災害分野, 4. リモートセン

シングによる建物被害把握, NTC Inc., 2019.08 [ISBN: 978-4-86043-612-4 C3055] 

 

山本春行:土石流・崖崩れによる住戸の被害について,中国地方防災研究会報告, 

第 21 号,pp.43-49,2019.7 

 

山本春行:平成 30 年 7 月の豪雨災害に際して思うこと,東広島寺西地域住民自治協議会広報誌「特集・

災害に強いまちづくりを目指して」,pp.2-3,2019.9 

 

 

（招待講演） 

作野裕司：2018 年 7 月豪雨を事例とした無料衛星リモートセンシングデータの役割，JpGU（地球

惑星連合)2019，パブリックセッション「激甚化する風水害にどう対応するか」，2019 年 5 月 26

日，千葉（幕張）． 

三浦弘之: 空間情報データによる広島県土石流災害の評価, 第 7 回防災学術連携シンポジウム「平成

30 年夏に複合的に連続発生した自然災害と学会調査報告」, 東京, 2019.3. 

三浦弘之: 2018 年西日本豪雨による被害と土砂災害警戒区域, 防災推進国民大会 2019, あなたが知り

たい防災科学の最前線 –激化する気象災害に備える-, 名古屋市, 2019.10. 

 

 


